
現在、３１機器（移乗支援４、移動支
援２、排せつ支援５、見守り・コミュ
ニケーション２０）があり、貸出期間
や台数、保険加入などは企業と相談す
る。一方、企業には出展可能なイベン
トの紹介のほか、必要に応じてリビン
グラボに取り次ぐ。

北関東エリアの相談窓口である埼玉県
社会福祉協議会「介護すまいる館」で
は、人員を増やし、入り口に専用の展
示スペースを設けた。これまで来館者
は個人が多かったことから、担当の山
野邊明美さんは「施設へのアプローチ
を強めていきたい。社協の持つ情報や
機能を生かし、人材不足解消のツール
になれば」と話している。
厚労省の担当者は「介護ロボットの活
用は人材不足を緩和できる方策の一つ。
介護現場に役立つロボットを普及させ
たい」と意気込んでいる。

31機器を無料貸し出し 介護ロ
ボット普及へ新事業〈厚労省〉

介護ロボットの開発から普及までを
迅速に進めるための厚生労働省の新
事業が８月３日、始まった。
全国に１１カ所設置した相談窓口と、
６カ所設けたリビングラボ（介護ロ
ボットの評価・効果検証をする）が
連携して取り組み、介護現場で試験
的に運用する場も整備する。

介護ロボットの選び方が分からない
介護現場と、ニーズに合った機器を
開発したい企業をつなぐ介護ロボッ
トのプラットフォームをつくり、人
材不足対策や質の高いサービス提供
につなげるのが目的。事業の予算は
３億円。

窓口では介護現場と企業から相談を
受け付ける。介護現場には業務改善
事例や補助金などの情報提供、体験
展示をしたりするほか、介護ロボッ
トの無料試用貸し出しもする。
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岐阜県福祉のまちづくり推進協議会 担当：苅谷

〒５０１－３２４６ 関市緑ヶ丘２－５－７８
TEL：０１２０－３３７－３０１ FAX：０５７５－２４－５７３３
http://www. koreisyajutaku.jp mail:kariya@nodakensetsu.co.jp

※尚、今後このようなご案内が不要な場合は、右の欄にチェックを入れて
0575-24-5733迄ご返信をお願い致します。

～介護ビジネス研究会のご案内～

介護ビジネス研究会

日 時：2020年11月10日（火）
13:30～16:30(受付13:00～)

会 場：じゅうろくプラザ5階 中会議室2
岐阜市橋本町1-10-11

内 容：『審議終盤！次期介護報酬改定の
審議動向と事前対策』

『コロナ禍で激変の実地指導対策と
特例措置の有効活用法』

講師 小濱 道博 氏
（小濱介護経営事務所）

詳細・お申込はこちらから


